


会計区分 伸び率％

一般会計 34 億 1,833 万円 39 億 2,842 万円 △13.0％

国民健康保険 11 億 9,257 万円 12 億 7,091 万円 △6.2％

介護保険 2 億 7,992 万円 3 億 2,130 万円 △12.9％

老人保健 14 万円 5,455 万円 △99.7％

後期高齢者 4,974 万円 4,911 万円 1.3％

診療所 3 億 1,172 万円 3 億 2,392 万円 △3.8％

水道 4 億 2,548 万円 4 億 608 万円 4.8％

合計 56 億 7,791 万円 63 億 5,429 万円 △10.6％

H21年度 H20年度

※数値については、千円未満端数処理しておりますので、計算が合わない場合があります。
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 2１年度は13％の減ですが、
原因は20年度に病院の赤字、6億
5千万円の償還を一般会計の中に繰
り入れていたためです。

後期高齢者
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項目
町税 6 億 9,173 万円
分担金及び負担金 4,101 万円
使用料及び手数料 1 億 8,150 万円
財産収入 3,655 万円
繰入金 100 万円
繰越金 0.1 万円
諸収入 2,071 万円
地方譲与税 2,491 万円
利子割交付金 324 万円
配当割交付金 107 万円
株式等譲渡所得割交付金 100 万円
地方消費税交付金 7,323 万円
自動車取得税交付金 883 万円
地方特例交付金 500 万円
地方交付税 18 億 5,417 万円
交通安全対策特別交付金 53 万円
国庫支出金 6,189 万円
道支出金 1 億 5,120 万円
寄附金 70 万円
町債 2 億 6,008 万円

計
※数値については、千円未満端数処理しておりますので、計算が合わない場合があります。

34億1,833万円

予算額

自
主
財
源

依
存
財
源

9億7,249万円

24億4,584万円

区分

自
主

財

源

依

存

財

源

町  税

使用料及
び手数料

地方交付税

町  債

34億1,833万円
２８．４％

７１．６％

20.2%

5.3%

54.3%

7.6%
道支出金

4.4%

2ページ



歳出 内容
議会費 3,125 万円 議員の報酬や議会活動のための経費

総務費 6 億 4,489 万円 財産管理・町税事務や消防署運営などの経費
民生費 3 億 5,858 万円 老人や身障者の福祉などの経費

衛生費 5 億 8,602 万円 保健、合併浄化槽、ゴミ等の環境対策の経費

農林水産業費 6,564 万円 農林・水産業の振興や深層水活用等の経費

商工費 1 億 2,008 万円 商工業・観光振興や世界自然遺産の保護管理等の経費

土木費 6,275 万円 道路整備、維持補修や除雪等の経費

教育費 2 億 7,525 万円 小中学校や社会教育、体育館事業等の経費

公債費 4 億 7,455 万円 事業を行うために借りたお金の償還金

職員費 7 億 9,432 万円 職員の人件費

予備費 500 万円 災害等突然必要となった場合の予備費

計 34 億 1,833 万円

予算額

予備費

職員費

衛生費

教育費

公債費
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社会福祉関係 2 億 9,823 万円

保健医療関係 6,545 万円

保健予防関係 1,202 万円

健康指導関係 804 万円

国保医療関係
（国保会計） ※ 参考

介護保険関係
（介護会計）

業務関係 36 万円 居宅介護支援に関すること等

戸籍関係 137 万円 戸籍及び住民基本台帳に関すること等

住民関係 4,106 万円

交通安全関係 132 万円 交通安全に関すること等

税務関係 572 万円 町税の賦課徴収や滞納処分に関すること等

児童手当や身体障害者福祉に関すること等

乳幼児・母子・身体障害者・老人医療給付に関すること等

各種予防接種に関すること等

母子手帳や生活習慣病予防に関すること等

国民健康保険に関すること

介護保険に関すること

町有バスの運行・国民年金・防犯に関すること等

妊婦健診の助成を１４回に拡大します。

交通事故に気をつけましょう。

「公平・公明・公正」の観点のもと
に、滞納整理を実施します。
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経理関係 170 万円
収入支出に関すること

出納関係 13 万円

総務・法制関係 4 億 7,072 万円 庁舎内外の管理及び法規等の管理に関する業務

北方領土対策関係 450 万円 北方領土対策に関すること

防災関係 611 万円

職員厚生関係 7 億 9,996 万円 町職員に関すること等

管財関係 3,714 万円 町有財産の管理等

企画振興関係 886 万円 町の総合計画や施策の推進に関すること

広報統計関係 315 万円 広報誌の発行や各種統計調査の実施等

財政関係 4 億 8,187 万円 財政計画や予算の編成に関すること

車両関係 1,086 万円 車両管理や点検整備、修理等

情報管理関係 2,060 万円

選挙管理委員会 784 万円 選挙に関すること

衛生関係 5 億 3,576 万円

施設管理関係 3,130 万円 総合運動公園・町民温水プール等の維持管理

自然保護関係 1,731 万円 世界自然遺産や自然保護に関すること等

防災対策及び防災行政無線システムに関すること

コンピューター・町ホームページに関すること

一般廃棄物・合併処理浄化槽・し尿処理に関すること等

財政の健全化に向け努力します。

ゴミの分別にご協力お願いします。
さわやかな「生活環境」の推進をめざし
ます。
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水産振興関係 4,123 万円 漁港・海岸保全や水産振興に関すること等

農林関係 3,763 万円 農林行政の総合調整や治山事業に関すること等

商工観光関係 3,565 万円 商工行政や観光行政総合調整に関すること等

海洋深層水関係 360 万円 海洋深層水に関すること

建築関係 1,440 万円 町営住宅や建物の建築指導に関すること等

土木管理関係 6,275 万円 道路、橋や道路の消融雪等に関すること

地熱関係 6,240 万円 地熱施設の維持や温泉供給に関すること等

水道関係 ※ 参考 水道事業に関すること
（水道会計）

議会事務局 3,125 万円 議会運営に関すること等

監査委員事務局 160 万円 会計監査に関すること等

● 一般会計から各会計へ繰り出している金額です。

国民健康保険会計 万円

介護保険会計 万円

老人保健会計 万円

後期高齢者会計 万円

国保診療所会計 億 万円

水道会計 万円

1,651

4,573

6,186

1

6,037

4,850

7

クリーンエネルギーの持続的な利活用のた
め、安定した温泉供給の確保に努めます。

「産業活性化プロジェクト」の取り組みを推し進め、
地域産業の活性化・地域活力の再生を目指します。
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総務管理関係 1 億 2,009 万円 学校や幼稚園の管理運営に関すること等

学校教育関係 3,174 万円 教育事務の総合調整に関すること等

社会教育関係 507 万円 幼児・少年・家庭・青年・成人
女性・高齢者の教育に関すること等

スポーツ振興関係 333 万円 スポーツの普及振興や指導に関すること等

施設管理関係 1,264 万円 体育館の管理及び運営に関すること

業務関係 1,487 万円

図書関係 191 万円

文化財保護関係 310 万円 文化財保護や郷土資料室の管理運営に関すること等

管理関係 6,369 万円 給食センターの運営に関すること

公民館の管理や生活・文化を高
める事業を行うこと等

本の管理や読書振興に関
すること等

うるおいのある「教育文化」の創造
をめざします。

スポーツを通して健康な体と
心を育みます。

バランスのとれた給食で、子ども達の
心と身を育てます。
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平成２１年度 主な事業 

○ 妊婦健診の助成回数を増やして、安全な出産をサポート 

 羅臼町では妊婦一般健康診査の助成を 5回から 14回へ拡

大します。これにより健診に係る妊婦さんの負担を軽減し、

妊婦健診を受けやすくすることでより安心して出産を行なえ

るようサポートします。 

 
 
 
 

○ 世界自然遺産の拠点施設としてルサ・フィールドハウスをオープン 

 ルサ・フィールドハウスでは、半島先端部へ

の入口施設として、先端部を利用する方へのル

ールやマナーを伝えます。また、先端部現地の

リアルタイム情報を提供するとともに、知床に

おける人と海の関わりを通して、知床の素晴ら

しさを伝えます。 

ルサ・フィールドハウス完成予定図 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 温泉ボーリングの実施。湯量を増やし安定した供給の確保 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成３年に掘削した３号井の泉源内部の亀裂・崩壊により湧

出量が激減しており、他の泉源も湧出量が不安定になるなど、

安定供給に支障が出ています。これに伴い、新たな泉源の掘削

を実施します。これにより、温泉というクリーンエネルギーの

持続的な利活用のため、安定した温泉供給の確保に努めます。 

○ 「羅臼の地名」発刊事業で後世に伝える 

 「羅臼の地名」は昭和５４年に一度発刊されました。 
この本は、現在の羅臼の地名の由来となるアイヌ語の地

名が紹介されています。 
この度、本書に現在の地図や写真などを盛り込み、新た

に改訂版として発刊いたします。 
このことにより、過去と現在をつなぐ一冊として、我が

町の地名のルーツを後世に伝えていきます。 
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